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和名 金鯱（きんしゃち）

学名 Echinocactus grusonii

出典：松原 俊雄『にっぽんの伝統園芸』（栃の葉書房）2016年

サボテンが渡
わた

ってきた当初
とうしょ

、ウチワサボテンの切
き

り口
くち

から出
で

るヌルヌルの液
えき

体
たい

が汚
よご

れを落
お

とすことか

ら、畳
たたみ

や衣服
い ふ く

の汚
よご

れをふき取
と

るために、樹液
じゅえき

をシャ

ボン（石鹼
せっけん

）代
が

わりとして使
つか

っていました。そのた

め、「石鹸
せっけん

のようなもの」という意味
い み

で「石鹸体（さ

ぼてい）」と呼
よ

ばれるようになったとする説
せつ

が有力
ゆうりょく

とされています。 

なまえ ゆらい

大型
おおがた

の玉
たま

サボテンであり、黄金色
こがねいろ

で

太
ふと

く鋭
するど

いトゲが特徴
とくちょう

です。大
おお

きいも

のだと幅
はば

１m を超
こ

え、迫力
はくりょく

があるの

も魅力
みりょく

の一
ひと

つです。50cmほどの大き

さになると花
はな

が咲
さ

きますが、それまで

20年
ねん

近
ちか

くの長
なが

い年月
ねんげつ

を要
よう

します。 

 


